
ユニバーサル･アクティブ･フィルタ　 UF-201A□

特　長

=遮断周波数をディジタル設定できる。
=周波数範囲が広い。（1Ｈｚ～1.599ｋＨｚ Ｌタイプ）

         （10Ｈｚ～15.99ｋＨｚ Ｈタイプ）
=高精度、高安定なコンデンサを内蔵している。
=ＴＴＬ（Ｃ-ＭＯＳ）レベルで直接、周波数設定できる。
=ＬＰ，ＨＰ，ＢＰ，ＢＥＦの４出力が同時に得られる。
=ＵＦ-０１に比べ小型（ハイブリッド構造）です。
=＋５Ｖロジック電源が不要です。

概　要

　ＵＦ-２０１Ａは遮断周波数をディジタル設定できるユニバーサル･アクティブ･

フィルタで、ＢＣＤ３桁（最上位は16 進）で広範囲に周波数設定できます。

回路方式は、状態変数方式で1000倍以上の可変範囲をもたせるためアナログ･ス

イッチで抵抗回路網を切り替える方式を採用しました。

　ＶＣＦ方式の周波数可変フィルタなどでは、アナログ的な可変抵抗素子を使用

していますが、ＵＦ-２０１Ａでは、金属皮膜抵抗をＣ-ＭＯＳアナログ･スイッチ

で切り替えており、周波数設定後のフィルタ特性は安定しています。

　フィルタ特性は２次（12ｄＢ／ｏｃｔ）ですが、より急峻な特性が必要であれば

本フィルタを２～３段カスケード接続して、24ｄＢ、36ｄＢ/ｏｃｔの減衰特性を

実現できます。

　多段接続に対処できるようフィルタのＱを外部設定できるように設計されてお

ります。Ｑを設定する抵抗は、ＲＱ＝Ｑ×10ｋΩで算出します。

主な規格

=遮断周波数範囲 1Ｈｚ～1.599ｋＨｚ　（Ｌタイプ）

10Ｈｚ～15.99ｋＨｚ  （Ｈタイプ）

=周波数の設定 ＢＣＤ（001～999 またはＦ99）負論理

=遮断特性 12ｄＢ/ｏｃｔ

=Ｑの設定範囲 0.5～10（外付け抵抗で設定）

=周波数特性 ＤＣ～100ｋＨｚ（－3ｄＢ）

=入力インピーダンス 10ｋΩ±10％以内

=入力信号電圧範囲 ±10Ｖ以内

=通過帯域利得 0±0.5ｄＢ以内

=出力オフセット電圧 ±20ｍＶ以内

=出力インピーダンス 10Ω以下

=最小負荷抵抗 2ｋΩ以上

=電源電圧 ±15Ｖ±10％以内

=電源電流 ±50ｍＡ以下

=外形寸法 40×40×12ｍｍ

=重量 40ｇ以下

■ＵＦ-２０１Ａ内部構成

■外形寸法図

■端子接続表
端子番号 信号名称 備　考

１ 　　１Ｈｚ 　ＬＳＢ

２ 　　２Ｈｚ

３ 　　４Ｈｚ

４ 　　８Ｈｚ

５ 　 １０Ｈｚ

６ 　 ２０Ｈｚ

７ 　 ４０Ｈｚ

８ 　 ８０Ｈｚ

９ 　１００Ｈｚ

１０ 　２００Ｈｚ

１１ 　４００Ｈｚ

１２ 　８００Ｈｚ 　ＭＳＢ

１３ 　ＩＮ 　入力端子

１４ 　ＧＮＤ 　接地

１５ 　ＳＵＭ 　仮想接地

１６ 　ＲＱ 　Ｑ設定端子

１７ 　ＢＥＦ 　出力端子

１８ 　ＨＰＦ 　　 〃

１９ 　ＢＰＦ 　　 〃

２０ 　ＬＰＦ 　　 〃

２１ 　ＧＮＤ 　接地

２２ 　　―

２３ 　　―

２４ 　０Ｖ 　電源 0Ｖ

２５ 　－Ｖｃｃ 　電源 －15Ｖ

２６ 　＋Ｖｃｃ 　電源 ＋15Ｖ
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基本的な使い方

=12ｄＢ/ｏｃｔのユニバーサル･フィルタを構成するには、Ｑ１の設定のみでよ
　くバタワース応答の場合は、Ｑ１＝0.707 ですから、外付け抵抗Ｒを15､16 番

　ピンに接続します。

　Ｒ＝（10ｋΩ×Ｑ１）＝7.07ｋΩ

=24ｄＢ/ｏｃｔの場合は２個直列接続し、1 段目のＱ１を0.541、2 段目のＱ２を
　1.306 とする必要があるので、外付け抵抗Ｒ１、Ｒ２は

　Ｒ１＝（10ｋΩ×0.541）＝5.41ｋΩ

　Ｒ２＝（10ｋΩ×1.306）＝13.06ｋΩとなります。

=36ｄＢ/ｏｃｔの場合は３個直列接続し、1 段目のＱ１を0.517、2段目のＱ２を

　0.707、3 段目のＱ３を 1.931 とする必要があるので、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３は

　Ｒ１＝（10ｋΩ×0.517）＝5.17ｋΩ

　Ｒ２＝（10ｋΩ×0.707）＝7.07ｋΩ

　Ｒ３＝（10ｋΩ×1.931）＝19.31ｋΩとなります。

=48ｄＢ/ｏｃｔの場合は、Ｑ１＝0.509、Ｑ２＝0.601、Ｑ３＝0.899、Ｑ４＝2.563
　ですから、抵抗Ｒ１～Ｒ４は

　Ｒ１＝5.09ｋΩ、Ｒ２＝6.01ｋΩ、Ｒ３＝8.99ｋΩ、Ｒ4＝25.63ｋΩとなります。

=多段接続する場合は、通過帯域での利得偏差に注意してください。4 段接続
　での最悪偏差は 0.5ｄＢ×4＝2.0ｄＢですから、入力または出力のいずれかで、

　利得調整回路を付加してください。

=図は、24ｄＢ/ｏｃｔのユニバーサル･フィルタで、ＣＰＵバスにて遮断周波数
　を制御できます。フィルタ特性は、Ｓ１～Ｓ４（ロータリ･スイッチかデイップ･

　スイッチ）で連動切り替えして、選択します。

　代表的な特性

=写真１はＵＦ-２０１ＡＨにおいて、遮断周波数 5ｋＨｚ、Ｑ＝0.7 での各フィル
　タ特性です。Ｑが0.7 ですから、各フィルタの遮断周波数における利得は－

　3ｄＢになります。

=写真２は帯域外の高周波特性で、遮断周波数を15.99ｋＨｚに設定した時のロ
　ーパス及びハイパス･フィルタ特性を示します。

　ＬＰＦ特性は約1ＭＨｚまで－12ｄＢ/ｏｃｔの傾斜で低下していますが、これ

　以上の周波数では、若干増加しています。

　ＨＰＦ特性は、内部回路の周波数特性を示し、数100ｋＨｚまで平坦な周波数

　特性で、約2ＭＨｚあたりから急激に減衰しています。

基本的な使い方
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２４ｄＢ/ｏｃｔユニバーサル･フィルタの例


